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神藤　隆志 ｼﾞﾝﾄﾞｳ ﾀｶｼ
応用健康科
学(A)

地域在住高齢者の運動教室参
加による体力への効果を 適化
する方法の提案

筑波大学
人間総合科学研究
科・准教授・大藏
倫博

水野　加寿代 ﾐｽﾞﾉ ｶｽﾞﾖ
知覚情報処
理

探索空間モデルの編集に基づく
対話的可視化処理を介した画像
検索手法の研究

東京大学
情報理工学系研究
科・教授・五十嵐
健夫

藤巻　慎 ﾌｼﾞﾏｷ ｼﾝ
応用健康科
学(B)

運動による骨格筋幹細胞機能の
活性化に関わる分子基盤の解
明

筑波大学
人間総合科学研究
科・教授・武政　徹

澤山　郁夫 ｻﾜﾔﾏ ｲｸｵ 教育工学
学習者同士の繋がるeラーニン
グにおける学習回避要因を加味
した継続支援の検討

大阪大学
人間科学研究科・
教授・三宮　真智子

坪子　侑佑 ﾂﾎﾞｺ ﾕｳｽｹ
生体医工学・
生体材料学

医工学的方法論による小児用肺
動脈弁の設計開発のためのシス
テム構築

東北大学
医工学研究科・教
授・山家　智之

及川　哲志 ｵｲｶﾜ ｻﾄｼ
応用健康科
学(A)

習慣的な運動が血管内皮機能を
改善する分子機構の解明：マイ
クロRNAに着目して

筑波大学
人間総合科学研究
科・教授・前田　清
司

橋本　彩 ﾊｼﾓﾄ ｱﾔ
生体医工学・
生体材料学

顕微ラマンイメージングによる歯
槽骨再生機構の解明

大阪大学
工学研究科・教授・
民谷　栄一

中西　貴士 ﾅｶﾆｼ ﾀｶｼ
放射線・化学
物質影響科
学

環境中のエストロゲン様物質を
検出するトランスジェニックミジン
コの開発

大阪大学
工学研究科・教授・
渡邉　肇

雨宮　怜 ｱﾒﾐﾔ ﾚｲ
スポーツ科学
(A)

スポーツ競技者の健康と競技力
向上のためのマインドフルネス・
プログラムの開発

筑波大学
人間総合科学研究
科・教授・坂入　洋
右

堀井　隆斗 ﾎﾘｲ ﾀｶﾄ
知能ロボティ
クス

確率モデルを用いた情動発達の
構成的理解：養育者の知覚バイ
アスが促す情動の構造化

大阪大学
工学研究科・教授・
浅田　稔

秋澤　文香 ｱｷｻﾞﾜ ﾌﾐｶ
基盤・社会脳
科学

報酬獲得過程におけるセロトニ
ンの行動決定制御機構の解明

筑波大学
人間総合科学研究
科・教授・設楽　宗
孝

李　沁潼 ﾘ ｼﾝﾄﾞｳ
環境動態解
析

海洋窒素循環に寄与するアンモ
ニア酸化古細菌の生態特性評
価

筑波大学
生命環境科学研究
科・准教授・内海
真生

門間　貴史 ﾓﾝﾏ ﾀｶﾌﾐ
応用健康科
学(A)

我が国の高齢者における活動制
限のリスク要因の検討-健康寿
命の格差縮小に向けて

筑波大学
人間総合科学研究
科・教授・武田　文

越智　元太 ｵﾁ ｹﾞﾝﾀ
スポーツ科学
(A)

低酸素環境下での過換気による
認知疲労に血中酸素濃度が関
わるか

筑波大学
人間総合科学研究
科・教授・征矢　英
昭
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山元　康平 ﾔﾏﾓﾄ ｺｳﾍｲ
スポーツ科学
(A)

陸上競技400m走におけるレース
分析を基にしたテーラーメイド型
トレーニングの開発

筑波大学
人間総合科学研究
科・教授・尾縣　貢

大林　太朗 ｵｵﾊﾞﾔｼ ﾀﾛｳ
スポーツ科学
(A)

関東大震災（1923年）を契機とし
た東京市のスポーツ政策の変容
と展開

筑波大学
人間総合科学研究
科・教授・真田　久

阿久井　康平 ｱｸｲ ｺｳﾍｲ デザイン学
水辺近郊の市街地における近代
都市形成と包括的橋梁デザイン

大阪市立大学
工学研究科・准教
授・嘉名　光市

金　鉉基 ｷﾑ ﾋﾖﾝｷﾞ
応用健康科
学(A)

運動実施時間帯の違いが代謝
応答および血中アディポカインに
及ぼす影響

早稲田大学
スポーツ科学学術
院・教授・坂本　静
男

岡留　有哉 ｵｶﾄﾞﾒ ﾕｳﾔ
知能ロボティ
クス

実ロボットの運動生成のための
逆動力学の信頼度に基づく動作
計画法の開発

大阪大学
基礎工学研究科・
教授・石黒　浩

丸山　翼 ﾏﾙﾔﾏ ﾂﾊﾞｻ
社会システム
工学・安全シ
ステム

身体・認知統合型デジタルヒュー
マンによる大規模実環境の高度
アクセシビリティ評価

北海道大学
情報科学研究科・
教授・金井　理

横山　想一郎
ﾖｺﾔﾏ ｿｳｲﾁﾛ
ｳ

知能情報学
スケジューリング問題における割
り付け規則を用いたメタヒューリ
スティクスの提案

北海道大学
情報科学研究科・
教授・山本　雅人

井上　祐馬 ｲﾉｳｴ ﾕｳﾏ 知能情報学
順列決定グラフを用いた順列問
題に対する効率的な解析・処理

北海道大学
情報科学研究科・
教授・湊　真一

青木　洋士 ｱｵｷ ﾋﾛｼ 知能情報学
圧縮索引を用いたグラフ上の
ウォーク列挙及び数え上げ

北海道大学
情報科学研究科・
教授・湊　真一

王　新竜 ﾜﾝ ｼﾝﾛﾝ
生体医工学・
生体材料学

幹細胞の機能性を制御するため
のマイクロ・ナノ複合パターン材
料の創出

筑波大学
数理物質科学研究
科・教授・陳　国平

上阪　彩香 ｳｴｻｶ ｱﾔｶ
図書館情報
学・人文社会
情報学

文章の統計分析に基づく西鶴浮
世草子の同定及び成立年代の
推定

同志社大学
文化情報学研究
科・教授・村上　征
勝

木下　尚彦 ｷﾉｼﾀ ﾅｵﾋｺ
ソフトコン
ピューティン
グ

モデルフリーに基づいたクラスタ
リング手法の開発とソーシャル
データ解析への応用

筑波大学
システム情報工学
研究科・教授・遠藤
靖典

竹内　公平 ﾀｹｳﾁ ｺｳﾍｲ
生物分子化
学

免疫抑制物質パラウアミンの全
合成・作用機序解明・実用的合
成への展開

北海道大学
総合化学院・教授・
谷野　圭持

小澤　佑介 ｺｻﾞﾜ ﾕｳｽｹ 高性能計算
GPUクラスタを用いた半構造
データの並列分散処理基盤の構
築

筑波大学
システム情報工学
研究科・教授・北川
博之
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井上　雄太 ｲﾉｳｴ ﾕｳﾀ
ケミカルバイ
オロジー

多剤排出トランスポーターの薬
剤排出機構に則った新規阻害法
の確立と医薬への応用

大阪大学
理学研究科・教授・
加藤　修雄

宮川　泰明 ﾐﾔｶﾞﾜ ﾀｲﾒｲ
生体医工学・
生体材料学

胃内の食物流動の数値シミュ
レーションによる機能性ディスペ
プシアのメカニズムの解明

東北大学
医工学研究科・教
授・石川　拓司

山本　雄大 ﾔﾏﾓﾄ ﾕｳﾀ
社会システム
工学・安全シ
ステム

電源不要の自家発電型センサ端
末を用いたワイヤレス監視シス
テムの新規開発

東北大学
工学研究科・准教
授・槙原　幹十朗

駒井　友香 ｺﾏｲ ﾕｶ
マルチメディ
ア・データ
ベース

アドホックネットワークにおける
位置依存サービスのための検索
手法の提案

大阪大学
情報科学研究科・
教授・西尾　章治郎

太田　菜央 ｵｵﾀ ﾅｵ 認知科学
鳴禽類における複雑な音声配列
の認知基盤と社会的機能の解明

北海道大学
生命科学院・准教
授・相馬　雅代

齋藤　明 ｻｲﾄｳ ｱｷﾗ
生体医工学・
生体材料学

ジャイアントリポソーム融合によ
る生細胞へのマイクロメートルス
ケール人工物の導入

東北大学
工学研究科・准教
授・野村　慎一郎

史　書瑜 ｼ ｼﾕ‐ｲ
情報ネット
ワーク

無線LANにおける物理レイヤ情
報を用いた室内位置決めと状況
認識に関する研究

総合研究大学
院大学

複合科学研究科・
併任教授・計　宇生

古田　未有 ﾌﾙﾀ ﾐﾕ
生物分子化
学

生合成経路を活用する希少ステ
ロイド類の短段階合成法の創製

慶應義塾大学
薬学研究科・教授・
須貝　威

馬渕　隆 ﾏﾌﾞﾁ ﾀｶｼ
持続可能シ
ステム

低エネルギーコスト・低資源ロス
CZTSナノ粒子水溶液中合成法
の開発

東北大学
環境科学研究科・
教授・田路　和幸

須永　咲 ｽﾅｶﾞ ｻｷ 衣・住生活学
ファッションの成立過程-「古着」
の歴史的／重層的ダイナミズム
をめぐって

一橋大学
社会学研究科・教
授・町村　敬志

ＯＲＬＯＳＫＹ　Ｊ
ａｓｏｎ

ｵ‐ﾛｽｷ ｼﾞｴ‐
ｿﾝ

ヒューマンイ
ンタフェース・
インタラクショ
ン

ウェアラブルディスプレイのため
の 適応的情報提示手法

大阪大学
情報科学研究科・
准教授・清川　清

樊　涌 ﾌｱﾝ ﾖﾝ
環境材料・リ
サイクル

非鉄製錬スラグの二次資源化に
向けた革新的環境対応リサイク
ルプロセスの開発

東北大学
環境科学研究科・
教授・柴田　悦郎

高瀬　唯 ﾀｶｾ ﾕｲ
環境政策・環
境社会システ
ム

生態系サービスに対する市民の
生産消費者的行動に基づく都市
緑地の評価・計画手法研究

千葉大学
園芸学研究科・准
教授・古谷　勝則

本田　貴紀 ﾎﾝﾀﾞ ﾀｶﾉﾘ
応用健康科
学(A)

座位行動が肥満および糖・脂質
代謝指標に与える影響に関する
前向きコホート研究

九州大学
人間環境学府・教
授・熊谷　秋三
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中嶋　龍 ﾅｶｼﾞﾏ ﾘﾖｳ
生物分子化
学

新規オピオイドκ選択的作動薬
の創出を目的とするプロペラン
型五環性誘導体の合成

筑波大学
数理物質科学研究
科・教授・長瀬　博

キン　タク ｷﾝ ﾀｸ 医用システム
統計的生物数理モデルを用いた
脳動脈瘤ロバスト検出システム

九州大学
医学系学府・教授・
有村　秀孝

川又　綾乃 ｶﾜﾏﾀ ｱﾔﾉ
ケミカルバイ
オロジー

PPI阻害活性を有する抗腫瘍活
性天然物の一次結合タンパク質
の同定と結合様式解明

東北大学
薬学研究科・教授・
岩渕　好治

尾形　宗士郎 ｵｶﾞﾀ ｿｳｼﾛｳ
応用健康科
学(A)

成人双生児の認知処理速度の
ペア内差異からみた認知機能の
超早期発見研究

大阪大学
医学系研究科・教
授・神出　計

村上　寛明 ﾑﾗｶﾐ ﾋﾛｱｷ ソフトウェア
対話的ソースコード変更支援シ
ステムの実現

大阪大学
情報科学研究科・
教授・楠本　真二

白髪　丈晴 ｼﾗｶﾞ ﾀｹﾊﾙ
情報学基礎
理論

マルコフ連鎖の脱乱択化：決定
性近似アルゴリズム設計に対す
る新しい汎用手法の開発

九州大学
システム情報科学
府・准教授・来嶋
秀治

倉科　佑太 ｸﾗｼﾅ ﾕｳﾀ
生体医工学・
生体材料学

超音波マニピュレーションによる
細胞組織の形成

慶應義塾大学
理工学部・准教授・
竹村　研治郎

山口　英美 ﾔﾏｸﾞﾁ ｴﾐ
自然共生シ
ステム

外来種アライグマと家畜の接触
による相乗的な家畜病原体伝播
リスクの上昇

岩手大学
連合農学研究科・
教授・門平　睦代

岩原　由佳 ｲﾜﾊﾗ ﾕｶ
環境動態解
析

環境変動に対する冷水性小型鯨
類の応答に関する研究

北海道大学
環境科学院・教授・
宮下　和士

張　彦隆 ﾁﾖｳ ｴﾝﾛﾝ
環境技術・環
境負荷低減

Anammoxによる新規窒素除去プ
ロセスの開発

東北大学
工学研究科・教授・
李　玉友

金川　元信 ｶﾅｶﾞﾜ ﾓﾄﾉﾌﾞ 知能情報学
超大規模データ処理に向けた分
割統治によるカーネル埋め込み
の高速化

総合研究大学
院大学

複合科学研究科・
併任教授・福水　健
次

河村　篤 ｶﾜﾑﾗ ｱﾂｼ
生物分子化
学

新規海洋産天然物 アプリシアセ
コステロール A，B，Cに関する研
究

筑波大学
数理物質科学研究
科・教授・木越　英
夫

川越　寛之 ｶﾜｺﾞｴ ﾋﾛﾕｷ
生体医工学・
生体材料学

長波長帯波長可変超短パルス
ファイバレーザを用いた高侵達
多機能生体イメージング

名古屋大学
工学研究科・教授・
西澤　典彦

渡邉　拓貴 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾋﾛｷ

ヒューマンイ
ンタフェース・
インタラクショ
ン

コンテキストの超音波化技術の
確立に関する研究

神戸大学
工学研究科・准教
授・寺田　努
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ＦＬＡＮＡＧＡＮ
Ｂｒｅｎｄａｎ　Ｊｏｈ
ｎ

ﾌﾗﾅｶﾞﾝ ﾌﾞﾚﾝ
ﾀﾞﾝ　ｼﾞﾖﾝ

知能情報学
意図と感性に着目した外国語学
習のためのテキストマイニング

九州大学
システム情報科学
府・教授・廣川　佐
千男

武井　康浩 ﾀｹｲ ﾔｽﾋﾛ 高性能計算
大規模グラフ処理のための再構
成可能カスタムアクセラレータの
開発

東北大学
情報科学研究科・
教授・亀山　充隆

佐古　博皓 ｻｺ ﾋﾛｱｷ
スポーツ科学
(B)

一過性運動が及ぼす翻訳動態
変化の網羅的解析

早稲田大学
スポーツ科学学術
院・教授・鈴木　克
彦

由澤　咲子 ﾖｼｻﾞﾜ ｻｷｺ
応用健康科
学(A)

運動・栄養・医療同時介入による
高齢糖尿病患者のwell-being実
現の可能性

新潟大学
医歯学系・教授・曽
根　博仁

重松　大輝 ｼｹﾞﾏﾂ ﾀｲｷ
生体医工学・
生体材料学

分子レベルでの膜構造変化から
迫る力学的要因による溶血メカ
ニズムの解明

大阪大学
基礎工学研究科・
教授・和田　成生

大畑　龍 ｵｵﾊﾀ ﾘﾕｳ
基盤・社会脳
科学

メタ認知能力の正確性に関する
神経基盤の解明

大阪大学
生命機能研究科・
特任教授・柳田　敏
雄

菊田　里美 ｷｸﾀ ｻﾄﾐ
基盤・社会脳
科学

パーキンソン病の神経活動の変
化と病態との関係解明に向けた
マルチスケール研究

東北大学
医学系研究科・教
授・本間　経康

江藤　宏 ｴﾄｳ ﾋﾛｼ
情報学基礎
理論

部分グラフ探索問題におけるア
ルゴリズムの設計とその計算複
雑さについての解明

九州工業大学
情報工学研究院・
教授・宮野　英次

山本　修平
ﾔﾏﾓﾄ ｼﾕｳﾍ
ｲ

知能情報学
情報整理を支援する成長型フィ
ルタの能動学習手法

筑波大学
図書館情報メディ
ア研究科・教授・佐
藤　哲司

早志　英朗 ﾊﾔｼ ﾋﾃﾞｱｷ
ソフトコン
ピューティン
グ

確率ニューラルネット族の提案：
確率モデルをネットワーク展開し
た新しい概念

広島大学
工学研究院・教授・
辻　敏夫

岸本　彩 ｷｼﾓﾄ ｱﾔ 医用システム
医療イメージング応用に向けた
高感度3次元コンプトンカメラの
開発

早稲田大学
理工学術院・教授・
片岡　淳

高畠　嘉将
ﾀｶﾊﾞﾀｹ ﾖｼﾏ
ｻ

知能情報学
ストリームデータ圧縮の理論と知
識発見への応用

九州工業大学
情報工学研究院・
教授・坂本　比呂志

今野　翔 ｺﾝﾉ ｼﾖｳ
ケミカルバイ
オロジー

アデニレーションドメインに対す
るテーラーメイドケミカルラベリン
グ法の開発

京都大学
薬学研究科・教授・
掛谷　秀昭

井並　頌 ｲﾅﾐ ｼﾖｳ
基盤・社会脳
科学

シナプス動態モニタリングによる
睡眠に伴う長期記憶獲得機構の
解明

首都大学東京
理工学研究科・准
教授・坂井　貴臣
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古屋　貴彦 ﾌﾙﾔ ﾀｶﾋｺ
マルチメディ
ア・データ
ベース

部分形状による3次元形状モデ
ルの検索

山梨大学
総合研究部・教授・
大渕　竜太郎

加藤　匠 ｶﾄｳ ﾀｸﾐ
情報ネット
ワーク

知識型スマートグリッドのための
知識クラスタ型エージェントフ
レームワークの研究開発

東北大学
情報科学研究科・
教授・木下　哲男

久世　尚美 ｸｾﾞ ﾅｵﾐ
情報ネット
ワーク

管理型自己組織化ネットワーク
アーキテクチャの確立

大阪大学
情報科学研究科・
教授・村田　正幸

今井　千裕 ｲﾏｲ ﾁﾋﾛ 食生活学
食後高血糖の繰り返しによるエ
ピゲノムの蓄積と炎症の慢性化
に関する研究

静岡県立大学
薬食生命科学総合
学府・教授・合田
敏尚

ブランダン　マ
ルティン

ﾌﾞﾗﾝﾀﾞﾝ ﾏﾙﾃ
ｲﾝ

知能ロボティ
クス

実環境における歩行安定性と移
動効率を考慮した２足歩行ロボッ
トの歩行軌道計画

早稲田大学
理工学術院・教授・
高西　淳夫

佐久間　拓人 ｻｸﾏ ﾀｸﾄ

ヒューマンイ
ンタフェース・
インタラクショ
ン

インタラクションにおけるユーザ
評価傾向の動的獲得

名古屋工業大
学

工学研究科・教授・
加藤　昇平

山下　歩 ﾔﾏｼﾀ ｱﾕﾑ 脳計測科学
精神疾患の次世代治療法に繋
がるfMRIニューロフィードバックト
レーニングの開発

京都大学
情報学研究科・教
授・石井　信

古川　翔大 ﾌﾙｶﾜ ｼﾖｳﾀ
ソフトコン
ピューティン
グ

血管内プラークの組織性状判別
におけるスパースコーディングの
応用とその理論的研究

山口大学
理工学研究科・教
授・内野　英治

川村　一志 ｶﾜﾑﾗ ｶｽﾞｼ
計算機システ
ム

配線遅延の温度依存性を考慮し
回路性能を 適化する高位LSI
設計技術

早稲田大学
理工学術院・教授・
戸川　望

福里　司 ﾌｸｻﾄ ﾂｶｻ 高性能計算
物理シミュレーションを用いたア
ニメ制作を効率化するディレクタ
ブル制作支援システム

早稲田大学
理工学術院・教授・
森島　繁生

藤平　晴奈 ﾌｼﾞﾋﾗ ﾊﾙﾅ
知覚情報処
理

高齢者の音声に対する聴性脳幹
反応による新たな聴覚補償に関
する研究

九州大学
芸術工学府・教授・
白石　君男

小野島　隆之 ｵﾉｼﾞﾏ ﾀｶﾕｷ 認知科学
位相振動子モデルにより解明す
る脳波協調の神経計算論

京都大学
情報学研究科・准
教授・青柳　富誌生

園田　翔 ｿﾉﾀﾞ ｼﾖｳ 知能情報学
積分表現理論によるディープ
ニューラルネットの解析と設計指
標の開発

早稲田大学
理工学術院・教授・
村田　昇

本間　千鶴 ﾎﾝﾏ ﾁﾂﾞﾙ 認知科学
乳児における時間認知と空間認
知の相互作用についての研究

京都大学
文学研究科・准教
授・蘆田　宏
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藤原　愛弓 ﾌｼﾞﾜﾗ ｱﾕﾐ
自然共生シ
ステム

複数の地域、ランドスケープにお
けるニホンミツバチの生態系
サービスの評価

東京大学
農学生命科学研究
科・准教授・吉田
丈人

平山　竜士 ﾋﾗﾔﾏ ﾘﾕｳｼﾞ
マルチメディ
ア・データ
ベース

複数の2次元情報を記録・表示
する次世代新規ボリュームディ
スプレイの研究

千葉大学
工学研究科・教授・
伊藤　智義

李　玉哲 ﾘ ﾕｲｼﾞﾕ
生命・健康・
医療情報学

不確実な環境における脳の記
憶・推定のメカニズムに迫る

京都大学
生命科学研究科・
教授・松田　道行

能地　宏 ﾉｳｼﾞ ﾋﾛｼ 知能情報学
遷移型の解析器に基づく教師な
し係り受け解析に関する研究

総合研究大学
院大学

複合科学研究科・
併任准教授・宮尾
祐介

門馬　更夢 ﾓﾝﾏ ｻﾗﾑ
基盤・社会脳
科学

脳血管障害における機能再組織
化の神経機構に関する研究

京都大学
医学研究科・教授・
三谷　章

矢田部　浩平 ﾔﾀﾍﾞ ｺｳﾍｲ
知覚情報処
理

光を用いた音響測定における二
次元測定データからの三次元音
場復元

早稲田大学
理工学術院・教授・
及川　靖広

佐久間　彩記 ｻｸﾏ ｱﾔｷ デザイン学
産業デザイン分野におけるデザ
イン評価が及ぼす影響の解明と
価値創造の実現

千葉大学
工学研究科・教授・
渡邉　誠

笹塲　育子 ｻｻﾊﾞ ｲｸｺ
スポーツ科学
(A)

エリートアスリートのメンタルト
レーニングに関する精神生理学
的研究

立命館大学
スポーツ健康科学
部・教授・佐久間
春夫

佐藤　一博 ｻﾄｳ ｶｽﾞﾋﾛ
生体医工学・
生体材料学

抗血栓性と温度応答性を併せ持
つ材料を基盤とする癌標的指向
性DDSキャリアの開発

山形大学
理工学研究科・教
授・多賀谷　英幸

藤井　佑介 ﾌｼﾞｲ ﾕｳｽｹ
環境動態解
析

東南アジア地域PM2．5に対する
泥炭火災寄与率推定法の開発と
その評価

京都大学
エネルギー科学研
究科・教授・東野
達

飯島　弘貴 ｲｲｼﾞﾏ ﾋﾛﾀｶ
応用健康科
学(B)

変形性膝関節症モデルラットに
対する運動負荷がもたらす病理
組織学的変化

京都大学
医学研究科・教授・
黒木　裕士

阿由葉　大生 ｱﾕﾊ ﾀﾞｲｷ
科学社会学・
科学技術史

ミクロシミュレーションによる科学
実践の人類学的研究

東京大学
総合文化研究科・
准教授・津田　浩司

杉山　龍介
ｽｷﾞﾔﾏ ﾘﾖｳｽ
ｹ

生物分子化
学

生体膜脂質の機能を制御する天
然有機化合物・ヘロナミド類の作
用メカニズム解明

京都大学
薬学研究科・教授・
掛谷　秀昭

沢田　慶 ｻﾜﾀﾞ ｹｲ
知覚情報処
理

ベイズ基準に基づく幾何学的変
動に頑健な画像認識モデルの構
築

名古屋工業大
学

工学研究科・准教
授・南角　吉彦

7/12



氏名 カナ氏名 分科・細目 研究課題 受入研究機関 受入研究者

ＤＣ２・総合　157名  平成27年度特別研究員採用者一覧

藤井　敬子 ﾌｼﾞｲ ｹｲｺ 知能情報学
大規模脳モデルによる感覚と運
動の相互構造化過程の構成論
的解明

東京大学
情報理工学系研究
科・教授・國吉　康
夫

由水　輝 ﾖｼﾐｽﾞ ｱｷﾗ ソフトウェア
量子プログラミング言語のコンパ
イラ-線形論理の意味論から導
かれる「正しい」実装

東京大学
情報理工学系研究
科・講師・蓮尾　一
郎

笹尾　知世 ｻｻｵ ﾄﾓﾖ デザイン学
地域課題への解決行動を促すモ
バイルアプリケーションの参加型
デザイン機構

東京大学
新領域創成科学研
究科・准教授・木實
新一

谷口　健太郎
ﾀﾆｸﾞﾁ ｹﾝﾀﾛ
ｳ

応用健康科
学(A)

心拍周波数・身体加速度間の協
働連関指標の創出と関連因子の
探索

京都大学
医学研究科・教授・
精山　明敏

ＬＥ　ＤＵＣ　ＡＮ
Ｈ

ﾚ ﾄﾞｳﾂｸｱｲﾝ

ヒューマンイ
ンタフェース・
インタラクショ
ン

確率モデルと機械学習による手
書き数式認識の高度化と手書き
文字列との自動分離の研究

東京農工大学
工学府・教授・中川
正樹

斉藤　篤 ｻｲﾄｳ ｱﾂｼ 医用システム
オートプシー・イメージングのた
めの診断支援システムの開発

東京農工大学
工学府・教授・清水
昭伸

山田　里佳 ﾔﾏﾀﾞ ﾘｶ
生物分子化
学

フォトアフィニティーラベリング法
を用いた天然物OSW-1結合タン
パク質の同定

東京農工大学
工学府・准教授・櫻
井　香里

山野井　一輝 ﾔﾏﾉｲ ｶｽﾞｷ
自然災害科
学・防災学

小規模ハザード群を考慮した土
砂災害警戒システムの構築に関
する研究

京都大学
防災研究所・教授・
藤田　正治

横井　優 ﾖｺｲ ﾕｳ 数理情報学
組合せ 適化にもとづく安定マッ
チングの理論と応用

東京大学
情報理工学系研究
科・教授・岩田　覚

佐藤　海帆 ｻﾄｳ ﾐﾎ
家政・生活学
一般

福島原発事故下での幼児の遊
び環境回復に向けた社会的支援
モデルの構築

日本女子大学
人間生活学研究
科・教授・堀越　栄
子

矢野　恵佑 ﾔﾉ ｹｲｽｹ 統計科学
ミニマックスなベイズ予測分布の
構成法とモデル選択への応用

東京大学
情報理工学系研究
科・教授・駒木　文
保

砂田　成章 ｽﾅﾀﾞ ｼｹﾞｱｷ
放射線・化学
物質影響科
学

効率的な細胞老化促進によるが
ん抑制法の基礎研究

東京大学
工学系研究科・教
授・上坂　充

山本　香弥子 ﾔﾏﾓﾄ ｶﾔｺ
基盤・社会脳
科学

第二言語学習に伴う脳内ネット
ワークの変化：脳機能計測と拡
散強調画像法による検討

東京大学
総合文化研究科・
教授・酒井　邦嘉

保坂　直斗 ﾎｻｶ ﾅｵﾄ 医用システム
超音波と微小気泡を用いた薬物
送達システム実現のための４次
元超音波音場の研究

東京農工大学
生物システム応用
科学府・准教授・桝
田　晃司
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福里　優 ﾌｸｻﾄ ﾕｳ
生体医工学・
生体材料学

血液脳関門を突破し脳内細胞を
特異的標的化する薬剤送達シス
テムの開発

東京大学
工学系研究科・教
授・片岡　一則

土屋　吉史 ﾂﾁﾔ ﾖｼﾌﾐ
スポーツ科学
(A)

骨格筋由来のマイオカイン
「Irisin」を活かした抗肥満・糖尿
病に有効な運動処方

立命館大学
スポーツ健康科学
部・准教授・後藤
一成

太田　啓示 ｵｵﾀ ｹｲｼﾞ
スポーツ科学
(A)

パフォーマンス向上のための行
動経済学的アプローチ：運動方
略 適化のための条件解明

東京大学
総合文化研究科・
准教授・工藤　和俊

小西　可奈 ｺﾆｼ ｶﾅ
スポーツ科学
(A)

アスリートへの還元を目指した、
糖質摂取による疲労抑制効果の
統合的解明

立命館大学
スポーツ健康科学
研究科・教授・真田
樹義

辻　将吾 ﾂｼﾞ ｼﾖｳｺﾞ
生物分子化
学

メチル化DNA選択的結合TALEタ
ンパク質の創製とエピジェネティ
クス研究への展開

京都大学
化学研究所・教授・
二木　史朗

平石　秀史 ﾋﾗｲｼ ﾋﾃﾞﾌﾐ
情報学基礎
理論

マトロイド表現論の情報・計算理
論への展開

東京大学
情報理工学系研究
科・教授・今井　浩

小宮山　純平
ｺﾐﾔﾏ ｼﾞﾕﾝﾍﾟ
ｲ

知能情報学
動的大規模データ環境における
適応推薦

東京大学
情報理工学系研究
科・教授・中川　裕
志

永田　基樹 ﾅｶﾞﾀ ﾓﾄｷ
ソフトコン
ピューティン
グ

再生可能エネルギー電源大量導
入時の安定供給を実現する手法
の構築

東京大学
情報理工学系研究
科・教授・合原　一
幸

甲斐　友佳理 ｶｲ ﾕｶﾘ
応用健康科
学(B)

糖尿病合併症に対する新規
Physical Medicineの有用性検証

熊本大学
生命科学研究部・
教授・甲斐　広文

謝　彬 ｼﾔ ﾋﾝ 計算科学
工学応用に向けたマッハ統一多
相流数値モデルの開発研究

東京工業大学
総合理工学研究
科・准教授・肖　鋒

上村　卓也 ｺｳﾑﾗ ﾀｸﾔ 認知科学
運動学習中のパターン探索の機
能的意義と神経メカニズム

東京大学
総合文化研究科・
教授・岡ノ谷　一夫

中村　友彦 ﾅｶﾑﾗ ﾄﾓﾋｺ
知覚情報処
理

人間の聴覚システムの模倣に基
づく自律的音響信号処理の研究

東京大学
情報理工学系研究
科・教授・原　辰次

ＳＡＮＴＯＳ　ＭＡ
ＲＣ

ｻﾝﾄｽ ﾏ‐ｸ

ヒューマンイ
ンタフェース・
インタラクショ
ン

拡張現実感による学習者の感情
変化が学習能力に及ぼす影響
に関する研究

奈良先端科学
技術大学院大
学

情報科学研究科・
教授・加藤　博一

緑川　景子 ﾐﾄﾞﾘｶﾜ ｹｲｺ 食生活学
コメの成分組成をモジュレートす
る因子の探索とその作用機作の
解明

東京大学
農学生命科学研究
科・特任教授・朝倉
富子
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越中谷　賢治
ｴﾂﾁﾕｳﾔ ｹﾝ
ｼﾞ

生命・健康・
医療情報学

タンパク質糖鎖修飾位置周辺の
立体空間を対象とした糖種判別
法の開発

明治大学
理工学研究科・教
授・石田　義久

加藤　保治 ｶﾄｳ ﾔｽﾊﾙ
ケミカルバイ
オロジー

アゾリン骨格含有化合物ライブラ
リーの創出と新規生物活性物質
探索への応用

東京大学
理学系研究科・教
授・菅　裕明

金田　祐也 ｶﾈﾀﾞ ﾕｳﾔ 知能情報学
携帯デバイス用小型で高性能な
察知エージェントの設計に関する
研究

会津大学
コンピュータ理工学
研究科・教授・趙
強福

田中　大介 ﾀﾅｶ ﾀﾞｲｽｹ
知能ロボティ
クス

ダイナミクスを考慮した柔軟・し
なやか・安全な能動的探索行動
設計

奈良先端科学
技術大学院大
学

情報科学研究科・
教授・杉本　謙二

孫　建強 ｿﾝ ｹﾝｷﾖｳ
生命・健康・
医療情報学

RNA-seqから得られる多群間比
較トランスクリプトーム解析手法
の開発

東京大学
農学生命科学研究
科・教授・清水　謙
多郎

坂田　翔 ｻｶﾀ ｼﾖｳ
生体医工学・
生体材料学

分子間相互作用に基づくタンパ
ク質吸着現象の解明と新規バイ
オマテリアル表面の創製

東京大学
工学系研究科・教
授・石原　一彦

安藤　良介
ｱﾝﾄﾞｳ ﾘﾖｳｽ
ｹ

スポーツ科学
(A)

膝関節角度に依存した大腿四頭
筋のサルコメア長を実測する新
たな試み

名古屋大学
教育発達科学研究
科・教授・秋間　広

須永　圭紀 ｽﾅｶﾞ ﾖｼﾉﾘ
生体医工学・
生体材料学

脳深部神経活動計測のための
低侵襲イメージングデバイス・シ
ステムの開発

奈良先端科学
技術大学院大
学

物質創成科学研究
科・教授・太田　淳

田中　宏 ﾀﾅｶ ｺｳ
知覚情報処
理

発声障害者のための高品質か
つ柔軟な音声合成技術の確立

奈良先端科学
技術大学院大
学

情報科学研究科・
教授・中村　哲

ＭＥＮＤＢＡＺＡ
Ｒ　ＯＹＵＮＴＵＬ
ＧＡ

ﾒﾝﾄﾞﾊﾞｻﾞﾙ ｵ
ﾕﾝﾄﾙｶﾞ

文化財科学・
博物館学(B)

モンゴル国出土文化財の保存科
学的研究

奈良大学
文学研究科・非常
勤講師・西山　要一

中山　穣 ﾅｶﾔﾏ ｼﾞﾖｳ
社会システム
工学・安全シ
ステム

エネルギー政策プラットフォーム
に資する水素ライフサイクルの
フィジカルリスク評価

横浜国立大学
環境情報研究院・
教授・三宅　淳巳

早川　雅之 ﾊﾔｶﾜ ﾏｻﾕｷ
生命・健康・
医療情報学

外部環境に応じて物質輸送と物
質破壊を切り替える自律型分子
マシン集団の設計と構築

東京工業大学
総合理工学研究
科・講師・瀧ノ上
正浩

中西　温子 ﾅｶﾆｼ ｱﾂｺ 食生活学
栄養による骨代謝制御機構の解
明

奈良女子大学
人間文化研究科・
教授・松田　覚

宮崎　慈生 ﾐﾔｻﾞｷ ｼﾞｼﾖｳ
情報学基礎
理論

トポス理論を用いた量子情報に
おける因果律の解析

東京大学
理学系研究科・教
授・村尾　美緒
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金崎　悠 ｶﾅｻｷ ﾕｳ 衣・住生活学
モデル洗浄系を用いた洗浄性評
価手法の確立

奈良女子大学
人間文化研究科・
教授・後藤　景子

宮路　茜 ﾐﾔｼﾞ ｱｶﾈ
応用健康科
学(A)

血管内皮機能低下の早期発見
を目指して-新しい評価方法の提
案-

東京工業大学
社会理工学研究
科・教授・林　直亨

阿部　香澄 ｱﾍﾞ ｶｽﾐ
知能ロボティ
クス

どんな子どもとでも遊べるロボッ
ト：性格と認知的構えのダイナミ
クスの解明と応用

電気通信大学
情報理工学研究
科・教授・長井　隆
行

山中　祥太 ﾔﾏﾅｶ ｼﾖｳﾀ

ヒューマンイ
ンタフェース・
インタラクショ
ン

Graphical User Interfaceの操作
改善の手法構築および評価

明治大学
総合数理学部・教
授・宮下　芳明

坂本　友里 ｻｶﾓﾄ ﾕﾘ 食生活学
筋エネルギー代謝をターゲットと
した大豆イソフラボンの肥満制御
メカニズムの検討

お茶の水女子
大学

人間文化創成科学
研究科・准教授・飯
田　薫子

荒木　伸夫 ｱﾗｷ ﾉﾌﾞｵ
エンタテイン
メント・ゲーム
情報学

人間を超える囲碁AIの研究 電気通信大学
情報理工学研究
科・教授・村松　正
和

兵法　彩 ﾍｲﾎｳ ｱﾔ
持続可能シ
ステム

地域バイオマス事業の導入戦略
に向けた技術評価ツールの構築

横浜国立大学
環境情報研究院・
教授・本藤　祐樹

金子　貴美 ｶﾈｺ ｷﾐ 知能情報学
談話表示理論と統計的機械学習
に基づく因果関係認識の理論と
実装

お茶の水女子
大学

人間文化創成科学
研究科・准教授・戸
次　大介

土斐崎　龍一
ﾄﾞｲｻﾞｷ ﾘﾕｳｲ
ﾁ

感性情報学
音韻的特徴および語彙知識の影
響を考慮したブランドネーム印象
評価システムの構築

電気通信大学
情報理工学研究
科・准教授・坂本
真樹

早川　有香 ﾊﾔｶﾜ ﾕｶ
環境政策・環
境社会システ
ム

持続可能な開発目標の政策過
程におけるステークホルダー間
の知的協働に関する研究

東京工業大学
社会理工学研究
科・連携教授・蟹江
憲史

濱田　有香 ﾊﾏﾀﾞ ﾕｶ 食生活学
食後のエネルギー消費量を増大
させる食べ方の探索

東京工業大学
社会理工学研究
科・教授・林　直亨

白坂　将 ｼﾗｻｶ ｼﾖｳ
ソフトコン
ピューティン
グ

ハイブリッド力学系における同期
理論の確立と生体・自律分散シ
ステムへの応用

東京工業大学
情報理工学研究
科・准教授・中尾
裕也

熊谷　章平
ｸﾏｶﾞｲ ｼﾖｳﾍ
ｲ

生命・健康・
医療情報学

性質の異なる計数手法の適応統
合による計数困難な細胞内粒子
の自動計数に関する研究

名城大学
理工学部・准教授・
堀田　一弘

能﨑　優太 ﾖｼｻﾞｷ ﾕｳﾀ
生体医工学・
生体材料学

多重機能集積化による高活性ナ
ノワクチンシステムの構築とがん
免疫治療への展開

大阪府立大学
工学研究科・教授・
河野　健司
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小清水　正樹 ｺｼﾐｽﾞ ﾏｻｷ
生物分子化
学

リアノイド類の網羅的全合成研
究

東京大学
薬学系研究科・教
授・井上　将行

小山　光彦 ｺﾔﾏ ﾐﾂﾋｺ
環境技術・環
境負荷低減

高含水率植物バイオマスのメタ
ン発酵におけるリグニンの除去
と回収

創価大学
工学研究科・教授・
戸田　龍樹

高橋　城志 ﾀｶﾊｼ ｸﾆﾕｷ
知能ロボティ
クス

神経回路モデルと身体バブリン
グを用いた道具身体化による道
具使用

早稲田大学
理工学術院・教授・
菅野　重樹
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